
応急危険度判定実施計画検討事項まとめ　　　　書記記入　【　　　班】
各班で検討して、まとめた内容について記入してください。（提出）

◆判定実施地域：

【理　　由】（例：住宅棟数、震度マップ、促進計画等）

◆判定を始めたエリア：
【理　　由】（例：拠点施設付近から、住宅地から等）

◆判定建築物について
・対象建築物：

【理　　由】
· 判定期間中、最も大きい１日あたりの調査棟数：
· 判定期間中、最も小さい１日あたりの調査棟数：

【考え方】

裏面に続く
◆調査方法（○で囲う）

1：対象建築物の全てについて、「外観」調査を中心として判定を実施 

2：対象建築物の全てについて、「立入り」調査を中心として判定を実施

3：所有者等の「要請」に応じた対象建築物について、「立入り」調査を含む判定の実施

【理　　由】

◆判定実施期間　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日　（　　　日間）

【日数及び開始日の理由】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 判定士等の参集場所：
2日目以降の集合場所：
【理　　由】

◆判定する地区までの交通手段：

◆判定実施計画書作成について特に配慮・検討した項目：
　【理　　由】
◆その他、上記以外で特に話し合った内容や疑問点があれば記入してください。
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